事業の要旨
	提案区分
	課題設定型産業技術開発費助成金
（2025年度新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究開発事業「未来型新エネ実証制度（事業化実証研究開発）」）

	提案者
	○○○○株式会社（法人番号：　　　　）
・共同提案の場合、代表となる機関名（＝提案者）を一番上に記載し、提案者名の前に◎印を付して、共同提案者をすべて併記してください。単独提案の場合は◎印は不要です。
・すべての提案者名の横に法人番号を括弧書きで記載ください。
・共同研究先は共同提案者とは異なりますので、記載しないでください。

	資本金
	00,000千円
	従業員数
	000人 

	主たる業種
（日本標準産業分類、中分類）
	（例）16  化学工業
33　電気業
貴社「定款に記載の」業種を記載のこと。
	設立年
	0000年 

	提案カテゴリー
	 □ Ａ．風力エネルギー
 □ Ｂ．海洋エネルギー
 □ Ｃ．水力エネルギー
 □ Ｄ．地熱エネルギー
 □ Ｅ．バイオマスエネルギー
　のいずれかひとつを選択し、チェック（■）してください。

	課題番号
	公募要領の技術実証課題一覧の番号を記載下さい。

	助成事業の名称
	・別添１：提案書に記載のテーマ名を記入してください。

	助成事業費用
	助成事業の総費用：
助成対象費用： 
助成金の交付申請額： 
	　　 000 円金額については、他の項目、書類に記載した金額と同一となるよう留意してください。助成事業の総費用と助成対象費用は一般には同額になります。

　　　 000 円
　　　 000 円

	助成事業の概要
	・別添１：提案書に記載の内容を記入してください。

	助成事業のキャッチフレーズ
	・本助成事業の成果がどのように選定した課題を解決または選定した課題に貢献するのか、平易な言葉で簡潔に記入してください（専門技術者でなくても理解できる内容）。
・想定する製品、サービスを記入してください。

	Ⅰ．技術開発内容
	１．技術開発の目的
（背景、現状の問題点、本研究開発の新規性、当該開発技術の新たな分野への波及効果等、開発の必要性・重要性を説明）
２．開発内容
（１．に記載の目的を達成するために【何を開発するのか】記載。
３．開発課題
（２．に記載の開発内容の実現を妨げている【技術的な課題とは何か】を記載。
４．実施内容及び方法
（３．に記載の開発課題を解決するための、【開発プロセスや開発手段】を記載。本助成事業の研究開発の内容、具体的検討方法・手段等。また、開発技術の基となる原理、開発技術に関する優位性のある特許及びノウハウ等）
５．達成目標
（４．に記載の開発内容について、【何をもって達成可否を判断するのか】、具体的かつなるべく定量的に、指標を記載。

	Ⅱ．事業化内容
	１．事業化ターゲット
（当該実証研究開発成果の利用可能な製品・サービスへの広がり　等）
２．市場競争力
（競合製品・サービスに対する優位性、生産手段とその有効性等、対応できる理由の説明　等）
３．販売戦略
（販売ルート、新規市場・販路の開拓手段、予想される障害と対応策　等）

	Ⅲ．その他
	(当該技術開発により見込まれる効果等アピールポイント)  


・提案内容の要旨説明資料として、A4､２枚以内でご作成下さい。
・本要旨は審査委員への利害関係の確認に使用する場合があります。ご留意してご記載ください。
・上記Ⅰ、Ⅱ、Ⅲは記載の例ですが、様式は自由としますので、例にとらわれず、提案内容の概略を説明する上で、必要と思われる項目･内容について、図表などを適宜取り入れ、説明してください。
・「主たる業種」については、貴社「定款に記載の」業種を、日本標準産業分類（中項目）に沿って
番号記入下さい。番号の照合方法は、下記ホームページを参照下さい。
分類項目＊：以下の総務省のホームページで記される日本標準産業分類
https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/index/seido/sangyo/R05index.htm



